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よ
く
あ

一
閥
的
に
国
土
美
化
運
動
週
間
が
、
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
市
に
於
て
も
、
左
記

の
よ

う
に
関
土
美
化
運
動
を
管
施
し
て
、
美
し
い

。
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備

考

十
一
月
十
五
日
天
村
小
早
校

一接
種
時
間

十
干
月
十
六
日
一市
役
所
、
=一
泊
出
張
所
一午
後
一
時よ

り

西
日
本
一一一
地
区
九
州
、
中
関
、
四
闘
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
は
、
来
る
十

一
月
+
二
日
、
十
三
日
の
雨
目
、
大
村
市

営
球
場
に
於
て
開
催
さ
れ
る
。

本
大
会
は
、
阿
国
、
中
閥
、
九
州
の
予
選
を
通
過
し
た

一
流
乃
顔
ぶ
れ
で
、
熱
戦
が
予
想
さ
れ
て

い
る。

三
の
日
に
は
、
多
数
の
際
援
闘
も
来
大
す

る
D
で
、

モ

l
グ

l
ボ
ー
ト
レ

ー
ス
と
前
後
し
て
、
市
内
旋
館
は

超
満
員
を
呈
す
る
盛
況
が
予
想
3
れ
て
い
る
。

在
お
参
加
は
二
O
テ
l
ム
で
、
参
加
チ
l
ム
と
分
宿
先
は

弐
の
通
り
。

ハ
市
教
委
ゾ

初
チ
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一
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選
手

市
倍
球
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美
技
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大

岡

十
一
月
一て
十
日
は
、
市
民
税
第
三
期
分
乃
納
期
で

す
。
徴
牧
令
書
は
'
闘
に
御
手
許
に
一
町
付
さ
れ
て
お
り

ま
す

の
で
、
お
忘
れ
在
く
納
期
ま
で
に
完
納
し
て
い

た
ど
く
よ
う
、
お
願
ド
致
し
ま
す
。
ハ
税
務
課
)

今
治
明
徳
高
校

一
今
治
市

徳
島
商
業
高
校

一
徳
島
市

丸

亀

高

校

一
脊
川
勝
丸
亀
市

筑

紫

女

皐

園

一
稲
岡
市

向

陽

高

校

一
大
村
市

犬

津

高

校

一
熊
本
版

長

崎

東

高

校

一
長
崎
市

竹

原

高

校
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院

患

竹
関
町
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近
藤
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太
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一
坂

東
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話
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O
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一自
然

の
環
債
の
中

に
明
る
一

一い
生
活
を
行
う
ー
と
共
に
、
一

一観
光
地
ミ
し
て
観
光
客
を
一

教

育

一弘

員

会

の

人

司

ZJ聖

一気
持
主
〈
迎
え
る
た
め
に
一

自

一水
運
動
を
効
果
ゐ
ら
し
め
一

市
教
育
委
員
会
で
は
高
見
委
員
長

っ
任
期
満
了

に
一

一

i

一る
よ
う
、
市
民
各
位
の
御
一

伴
い
十
一
月
一
日
付
で
次
の
如
く
委
員
長
の
改
選
を

-

一

一協
力
を
、
お
願
い
致
し
ま一

行
っ
た
。

ハ
市
教
委
V

一
「

一

〈
零
員
長
J

一.

一

一〔
趣
旨
〕

一

ハ

前

〉

高

尾

米

一
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ハ

新

ゾ

貞

松

恒

郎

一

観
光
シ
ー
ズ
ン
に
当
り
一

ハ
副
委
員
長
V

一一
一

品

悲

吉

一

観
光
客
を
筑
持
ぷ
く
迎

一

一

え
る
た
め
、
私
達
は
常
一

事
務
局
の
人
事
移
動

一

K
閤
土
を
愛
し
、
主
ご
一

貞

松

停

治

一

3
A
T
美
し
く
、
し
な
け
一

溝

上

鉄

雄

一

れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
一

願
に
よ
わ
本
職
を
免
守
る

一

三

三
に
脱
党

以
秋
に
営
一

ー

;

f

一
ゎ
、
強

η
じ
本
運
動
宏
一

H

E

工事

下

一

展

開

し

ま

す

。

一

大
村
市
教
育
委
員
会
事
務
局
職
員
に
任
命

す

る

一

〔

主
催

〕

一

指
導
主
事
K
補

す

る

一

長

崎

勝

、

長

崎

勝

教

育

一

皐
校
教
育

課

長

を

命

や

る

一

釆

γ

員
会
、
全

日
伝
観
光
一

田

波

多

貞

雄

一

連

盟

、

長

崎

川

抑

制

光

連

一

犬
村
市
教
育
委
員
会
事
務
局
職
員

に
任

命

す

る

一

盟

、

大

村

市

一

指

導

主

事

に

補

す

る

一

(後
援
)

一

皐

校

教

育

課

勤

務

た

命

守

る

一

文

部

省

、

厚
生
省
、
運
一

昭
和
二
十
九
年
十
一
月

一
日

一

輸

省

、

建

設

省

、

日

ド

一

犬
村
市
教
育
一
明
員
会
(
各
担
)

一

関
有
鉄
道
、
日
本
放
浩
一

た
お
貞
秘
体
治
氏
は
市
立
竹
松
小
早
校
長
に
、
溝

上

一

協

食

一

鉄
雄
氏
は
市
立
中
央
小
挙
校
教
胡

マ
十

一
月

一
日
付
一
(
標
語
)

一

そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
υ

「
よ
ど
さ
ぬ
よ
う

一

に
、
よ
ど
さ
ね
よ

一

う
に
、
美
し
く
。
」

一

ハ
賓
施
目
標
υ

一

①
公
徳
心

の
高
揚
、
ゴ

一

ミ
は
所
定
の
場
所
以
外
一

に
ほ
捨
て
在
い
。

一

公
共
施
設
左
愛
殺
す
る

一

ら
く
書
を
し
な
い
。

一

②
観
光
地
に
於
け

る
環
一

盤

新
委
員
長
に
貞
拾
え

二
4

一
、
軍
区
、
力

盤

一
五

O

③
美
制
促
進
、
公
閥
、
一

庚
場
、
道
路
の
美
化
促
一

進
、
騎
昔
物
の
美
化
、
一

醜
悪
物
、
落
書
の
撤
去
一

ハ

期

間
υ

一

昭
和
二
十
九
年
十
一
月
一

十
五
日
主
り
同
月
二
十
一

一

日

ま

で

一

十
五
日
(
月
d

衛
宅
美
化一

J

プ

l
、
撒
水
清
掃
1

道一

路
放
世
物
件
の
除
去
、
一

遺
路
ゆ
柿
修
倒

樹

一

十
六
日
ハ
大
)
便
所
清
潔

一

JT
l
、
持
4
4
公
衆
便
所
↑

共
同
便
所
、
汽
車
、
汽
一

般
、
パ

ス
待
合
併
便
所
一

の
清
帰

一

十
七
日
(
水
J

喋
境
衛
生

一

デ
l
、
屋
内
外
っ
清
帰
一

時
に
溝
、
小
川
の
清
潔

一

保

持

一

十
八
日
(
木
)
パ
ム
闘
縁
地

一

美
化

.
r
l
、
清
帰
樹
木
一

の
手
入
れ
、
植
樹
、
ベ
一

ン
チ
、
府
か
ご
等
、
施
一

設
の
整

備

一

十
九
日

ハ
金
)
撞
箱
清
帰
一

、テ
l
臨
箱
、
塵
ウ
整
備

一

施
設
、

既
ル
柑

ワ
タ
hu
設一

k
H
H

・

二
十
日
ハ
土
d

待
合
所
乃
一

美
化
ダ
|
清
婦
乃
働
行
一

郎
人
れ
、
ペ
ン
チ
等
.

一

概
設
物
の
整
備
、
展
示
一

物
件
、
債
告
物
っ
整
迎一

二
十
一
日

ハ
日
ゾ
険
告
物
一

公正〈
什
整
班

J

プ

l
、
長
一

外
航
昔
物

つ
整
担
、
期
一

閉
経
過
、
叉
は
ぷ
許
可一

騎
告
物
り
撤

去

。

一

三
間
J
水
ハ庄
課
v

一

1
1十
一
月
一
二
十
日
|
|

「
|
|
市
民
税
務
期
分
の
納
期
で
す

i
l
l

ハ
一
般
男
子
の
部
)

帝

国

人

絹

一
庚
島
勝
三
原
市

合一
一原
〉

浦

f占I
夫

共 旭

屋

四

五

境
衛
生
の
改
善

住
居
附
近
の
清
帰
。

宿
泊
施
設
、
休
憩
施
設

附
近
心

ゴ
ミ
処
坦

の
徹

底。公
衆
便
所
、
府
特
の
設

置
、
及
び
消
淑
維
持
。
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文

高

く

背

く

澄
み
も
ぎ
わ
雲
一
つ
な
い
秋
日
和
吃
惑
ま
れ
た
菊
花
薫
る
文

(

化

川
作
品
。
目
を
卜
し
て
、
市
営
陸
k
競
技
場
に
於
て
挙
行
3
れ
た
第
五
回

市
内
幼
稚
園
、
小
、

中
事
校
体
育
祭
は
、

一
万
二
千
名
の
ヨ

イ
子
等
が
参
加
し
市

教
育
委
員
会
、

甫
挙
校
体
育
連
問
共
催
。
下
児
、
小
、
中
間
学
校
児
童
、
生
徒
六
千

名
医
よ
あ
堂
々

の
入
場
行
進
K
よ
っ
て
幕
を
あ
け
た
。

-
登
代
子
ハ
同
)
川
添
勝
洋
一
ハ
@
印
は
市
代
表
と
な
っ

ハ
松
原
小
ゾ
佐
々
ポ
靖
子
一
た
者
〕

ハ
同
)
川
添
亨
ハ
一一
.
浦
中
一
ス
。
ホ

l
ツ
賞
受
賞
者

〉
演
崎
ミ
ツ
子
〈
同
)
城
川

一川
添
亨
(
一
一

a

浦
中
)
山
口

久
二
ハ
鈴
問
中
)
小
川
弘
一
賢
一
二
(
鈴
問
中
)
佐
々
木

子
ハ
同
)
貞
松
忠
ハ
た
村
一
仲
」
ハ
ハ
大
村
中
)
山
口
幸

中
υ
中
島
和
子
f

同
)
作
一
雄
(
同
〉
中
島
快
明

ハ
西

敏
雄
ハ
西
大
村
仰
)
@
中

一
大
村
中

γ水
明
雅
子
ハ
同

吉
み
ど
り

ハ同
υ
波
遊
与
す
渡
謹
界

(萱
瀬
中
υ
高

ハ萱
瀬
中
ゾ
向
田
ア
ヤ

ミ
一
木
貞
脊
ハ
郡
中
)
岡
田
佳

ハ
同
υ
@
山
口
満
義

ハ
郡

一
子
ハ
同
)

中
〉
松
永
淳
子
ハ
同
)

(二)

秋
晴
れ
に
美
技
の
冴
え

集

う

ヨ

イ
子
等

万

二

千

名

第

5
回

大

村

市

体

育

祭

昭 和29年 11月 10日

一
瀬
もへ
曾
々
長
、

大
村
市

長
等
よ
り
激
励
の
辞
を
受

け
、
宝
徒
代
表
篠
原
勉
君

の
力
強
い
選
手
宣
誓
の
後

中
小
学
校
事
年
別
リ

ν
l

幼
稚
闘
児
や
、
小
、
中
畢

生
の
聞
休
遊
戯
、
長
崎
大

事
聞
学
生
に
よ
る
模
範
体
操

等
、
来
々
し
い
若
人
の
技

主
美
が
グ
ラ

ン
ド
狭
し
・と

展
開
さ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
競

技
に
於
い
て
新
記
録
四
つ

を
生
む
好
記
録
が
続
出
し

て
借
金
程
に
終
了
し
た
。

全
た
正
午
か
ら
市
内

りよずさ政市村大(旬刊)

小
、
中
間伊佼
よ
わ
選
ば

れ
た
健
康
優
良
児
、

並

び
に
ス
ポ
ー
ツ
の
礎
展

振
興
じ
努
力
し
た
中
事

校
生
徒
九
名
に
対
し
て

そ
れ
ん
¥
h
市
教
育
委
員

会
か
ら
記
念
品
を
贈
っ

て
、
そ
の
功
績
を
た
h

え
一
一
居、

体
育
祭
の
意

読
を
深
め
た
。

成
績
、
万
び
被
表
彰

者
は
弐
の
通
わハ

市
教
委
》

〔健
康
優
良
児
童
〕

海
井
弘
見
合
一浦
小
ぱ
原

持
問
内
心
両
司
巾
ガ
帆
刀
艶
同
一
A
ノ
主
民
M
M
V

ナ
ミ
子
ハ
問
u

渡
議
好
之
一"

a

・44
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号

制

広

性

肝

心

一

十

一
月

一
日
個

人

九

氏

三

国

体

ゾ
蓮
本
主
ゆ
み
ハ
同
〉
工
一
市
教
育
委
員
会
で
は
殻

藤
盟
ハ
一
二
城
小
)
姻
内
良
一

足
記
念
日
の
十
一
月
一
日

子
ハ
同
〉
喜
々
津
勝
ハ
四
一
午
前
十
時
か
ら
中
央
公
民

大

村

小

υ

@
渡
遁
洋
子
一
館
K
於
て
第
二
回
数
育
功

〈同
V

久
坂
法
正
ハ
中
央
一
勢
者

の
表
彰
式
を
行
っ
た

小
〉
杉
本
節
子
ハ
同
υ
一

被
表
彰
者
は
側
人
九
名

@
山
口
義
豊
ハ
竹
松
小
v

一と

一
圏
体
で
次
の
諸
氏
で

高
杉
良
子
ハ
同
〉
加
瀬
二
一

あ
る
。
(
括
弧
内
は
表
彰

征

(
萱
嗣
小
υ
高
見
ミ
ツ

一事
由
要
旨
・
敬
称
略
》

子
ハ
同

J

〉
一
瀬
喜
四
郎
ハ
ム
大
高
教
官
志
田
一
夫

黒
木
小
ゾ
岩
本
峯
子
ハ
同
ハ
永
年
勤
続、

郷
土
研

J
V

宮
・
次
弘
(
縞
重
小
ゾ
辻
究
)
ム
大
農
高
校
長
河

寓
其
は
K
か
ら
中
挙
生
の
一
フ
ゾ
オ
休
捺

・
小
筆
生
の
リ
レ

l

幼
稚
園
児
の
遊
戯

野
潔
ム
元
一一.
浦
小
、
中

串
校
長
潟
悶
孝
柴
ム
犬

農
高
元
校
長
藤
宮
宗
成

ム
大
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